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平
成
30
年
度
高
鍋
高
校

Ｏ
Ｂ
祭
実
行
委
員
を
代
表
し

て
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
平
成
7
年
卒
業

生
は
昨
年
６
月
に
準
備
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
歴
史

と
伝
統
あ
る
高
鍋
高
校
Ｏ

Ｂ
祭
を
担
当
す
る
大
き
な

責
任
と
喜
び
を
感
じ
な
が

ら
、
準
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
鳴

海
ケ
丘
会
の
皆
様
、
そ
し

て
地
域
の
皆
様
に
ご
支
援

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ

と
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
Ｏ
Ｂ

祭
は
『
結
（
ゆ
い
）
～
む
す

ぶ　

つ
な
が
る　

ひ
ろ
が
る

未
来
～
』
を
テ
ー
マ
に
掲
げ

ま
し
た
。
実
行
委
員
や
県

内
在
住
の
同
窓
生
だ
け
で

な
く
県
外
の
同
窓
生
も
共

に
繋
が
り
な
が
ら
、
私
達

個
々
の
情
熱
を
結
集
し
て
Ｏ

Ｂ
祭
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
。

こ
の
Ｏ
Ｂ
祭
に
参
加
す
る

多
く
の
方
々
と
繋
が
り
皆

様
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
。

そ
し
て
、
地
域
が
繋
が
っ
て

い
く
こ
と
へ
の
思
い
を
込
め

ま
し
た
。

　

記
念
講
演
会
で
は
脳
科

学
者
の
茂
木
健
一
郎
氏
を

講
師
と
し
て
お
招
き
し
、

『
脳
科
学
か
ら
み
る
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
で
必
要
と

さ
れ
る
力
と
育
み
方
』
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
演
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
テ
レ

平
成
30
年
度

高
鍋
高
校
Ｏ
Ｂ
祭
の
開
催
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
高
鍋
高
校　

　
　

Ｏ
Ｂ
祭
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長
岡
本
　
啓
二

ビ
な
ど
で
も
お
馴
染
み
の

茂
木
健
一
郎
氏
は
、
脳
と

心
の
関
係
を
研
究
す
る
と

共
に
作
家
、
ブ
ロ
ー
ド
キ

ャ
ス
タ
ー
と
し
て
も
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
急
速
に

変
化
す
る
現
代
社
会
や
地

域
で
こ
れ
か
ら
必
要
と
さ

れ
る
力
と
は
何
か
！
ぜ
ひ
、

ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
で
は
Ｏ
Ｂ
祭
を

通
じ
て
現
役
高
校
生
と
交

流
す
る
こ
と
を
目
的
に
高

鍋
高
校
文
化
部
の
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

日
々
頑
張
る
高
鍋
高
校
生

の
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
恒
例
の
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
や
大
懇
親
会
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
来
場
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
高

鍋
高
等
高
校
と
鳴
海
ケ
丘

会
の
更
な
る
発
展
と
皆
様

の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し
ま

し
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

平成30年度
高鍋高校OB祭 

『 結 （ゆい） 』
～むすぶ つながる ひろがる未来～

記念講演 『脳科学からみる、これからの社会で
　　　　 必要とされる力と育み方』

講師 茂木健一郎氏

1962 年 10 月 20日東京生まれ。東京大学理学部、法学部卒業後、東
京大学大学院理学系研究科物理学専攻課程修了。理学博士。理化学
研究所、ケンブリッジ大学を経て現在に至る。「クオリア」（感覚の持
つ質感）をキーワードとして脳と心の関係を研究するとともに、文藝
評論、美術評論などにも取り組みながら、作家、ブロードキャスター
としても活躍。

OB祭日程
◆平成30年8月11日（土・祝日）
　  7:30～ 終日 ＯＢ祭ゴルフコンペ

会場：宮崎座論梅ＧＣ

◆平成30年8月12日（日）
　12:00～13:30 ①鳴海ヶ丘会総会

場所：たかしんホール会議室（高鍋町中央公民館）
　13:30～ ②ＯＢ祭

場所：たかしんホール（高鍋町中央公民館）
　13:30～14:30 オープニングイベント

在校生による書道パフォーマンス・吹奏楽演奏
ホール内にて美術部・写真部による展示

　14:30～16:00 記念講演『脳科学からみる、これからの社会で
　　　　 必要とされる力と育み方』
講師：茂木健一郎氏

　17:30～ ③ＯＢ祭懇親会
　（17:00 ～受付開始）場所：ホテル四季亭

主　催：鳴海ヶ丘会（宮崎県立高鍋高等学校同窓会）
主　管：平成30年度高鍋高校OB祭実行委員会（平成7年卒）
後　援：高鍋町

　
『
デ
ア
イ
』
は
人
を
つ
な
ぐ
。
人

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
人
、
物
、

場
所
、
仕
事
な
ど
生
き
て
い
る
間
中
、

私
た
ち
は
様
々
な
『
デ
ア
イ
』
で
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
春
、
私
は
高
鍋
高
校
に
三
度

目
の
赴
任
を
し
た
。
一
度
目
は
講
師
、

二
度
目
は
初
任
者
と
し
て
、
そ
し
て

今
回
。
三
度
目
の
デ
ア
イ
は
さ
す
が

に
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

初
任
当
時
の
高
鍋
高
校
は
、
最
後

の
家
政
科
と
新
学
科
で
あ
る
生
活
情

報
科
が
混
在
し
て
い
た
。
時
代
の
流

れ
や
生
徒
減
に
伴
い
、
県
内
に
設
置

さ
れ
て
い
た
家
政
科
は
募
集
停
止
や

学
科
改
変
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

女
性
差
別
撤
廃
条
約
に
関
連
し
、
今

ま
で
女
子
必
修
で
あ
っ
た
高
校
家
庭

科
は
、
平
成
六
年
度
か
ら
男
女
必
修

に
な
る
な
ど
、
ま
さ
に
家
庭
科
教
育

は
大
き
な
変
革
の
時
だ
っ
た
。

　

時
代
を
経
て
『
変
わ
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
こ
と
』
と
『
変
わ
ら
ず
に

守
る
べ
き
こ
と
』
が
あ
る
。
変
わ
る

こ
と
の
労
力
も
、
守
り
抜
く
労
力
も

そ
の
先
に
生
ま
れ
る
何
か
の
た
め
に

必
要
で
あ
る
。

　

高
鍋
高
校
に
再
赴
任
し
て
、
ま
ず

目
や
耳
に
止
ま
る
の
は
昔
と
変
わ
ら

ぬ
懐
か
し
さ
だ
。
正
姿
朗
唱
句
、
制

服
、
学
友
団
活
動
や
地
域
学
習
、
県

内
で
も
珍
し
い
混
声
二
部
合
唱
の
校

歌
や
50
ｍ
プ
ー
ル
。
高
鍋
高
校
な
ら

で
は
の
変
わ
ら
ぬ
伝
統
で
あ
る
。

　

今
年
は
生
活
情
報
科
最
後
の
年
、

生
活
文
化
科
へ
変
わ
り
行
く
。
さ
ら

に
来
年
度
は
、
探
究
科
学
科
と
普

通
科
キ
ャ
リ
ア
情
報
ク
ラ
ス
が
新
設

と
、
ま
さ
に
高
鍋
高
校
変
革
の
時
。

　

た
く
さ
ん
の
人
、
物
、
場
所
が
つ

な
い
で
き
た
歴
史
と
伝
統
あ
る
高
鍋

高
校
に
三
度
目
の
赴
任
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
意
味
を
考
え
、『
守
る
べ

き
も
の
』
と
『
変
化
す
べ
き
こ
と
』

を
模
索
し
、
自
分
自
身
も
変
革
の
時

に
し
た
い
。

�

Ｓ
・
Ｈ
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平成29年度　鳴海ケ丘会　事業報告
事　　業　　内　　容

４月 ７日
22 日
27 日

（ 金 ）
（ 土 ）
（ 木 ）

会計監査　15:00 ～ 16:30　
ＰＴＡ総会 平成 29 年度明倫奨学金奨学生発表
第１回三役会　18:30 ～ 19:30　鳴海ケ丘会館　

（会長・副会長２名、校長、事務局長、H29OB 祭実行委員　合計８名出席）

５月 16 日
22 日

（ 火 ） 
（ 月 ）

ＯＢ職員歓迎会　高鍋ギョーザ　12 名出席
理事会　18:30 ～ 　鳴海ヶ丘会館

（会長・副会長３名、校長、事務局長、H29OB 祭実行委員等　合計 24 名出席）

６月 17 日

18 日

30 日

（ 土 ）

（ 日 ）

（ 金 ）

在京支部同窓会総会　ホテル　ニューオータニ 12：30 ～ 16：00
（会長、校長、事務局長出席）
近畿宮崎県人会総会　ホテルヒルトン大阪　12：00 ～

（校長出席）
評議員会　18:30 ～  66 名出席　終了後懇親会　54 名出席　ホテル四季亭

７月 ３日
23 日

28 日

（ 月 ）
（ 日 ）

（ 金 ）

明倫奨学金振込日　
関西高鍋高校同窓会総会　12:00 ～ 15:00　道頓堀ホテル 

（会長、校長、事務局長出席　82 名出席）
鳴海ヶ丘会報 67 号発刊

８月
～

11 日
12 日

（ 金 ）
（ 土 ）

高鍋高校 ｢鳴海ヶ丘会｣ 平成 29 年度 OB 祭 ( 実行委員 ･H6 年卒 )
テーマ「楽しむ」
11 日　ゴルフコンペ
12 日　総会 12:00 ～ 12:45（54 名出席）　記念講演 懇親会
　　　 第２回三役会　10:00 ～ 11:00　高鍋町中央公民館

10 月 27 日
28 日

（ 金 ）
（ 土 ）

鳴海ヶ丘会々報 68 号発刊
ＯＢ祭引継会　18:00 ～　ホテル四季亭（40 名出席）

11 月 11 日

17 日

25 日

（ 土 ）

（ 金 ）

（ 土 ）

名古屋支部総会　12:00 ～ 15:00
アパホテル名古屋栄店１Ｆ 「ステーキ＆ハンバーグ匠」

（会長、校長、事務局長出席）
宮崎地区合同懇親会 18:30 ～ 21:30　ニューウェルシティ宮崎　

（会長、校長、事務局長出席　75 名出席）
福岡支部総会　西鉄イン福岡 17:00 ～ 19:30

（会長、校長、事務局長出席　39 名出席）

１月 27 日
 

30 日

（ 土 ）

（ 火 ）

川南支部総会　18:00 ～ 20:00 ブライダルホール竹乃屋
（会長、校長、事務局長出席　　66 名出席）
第３回三役会　19:10 ～ 20:00　鳴海ケ丘会館　

（会長、副会長３名、校長、事務局長　合計６名出席）

２月  １日
28 日

（ 木 ）
（ 水 ）

明倫奨学金振込日
同窓会入会式・鳴海ケ丘会々報 69 号発刊

３月 22 日
27 日

（ 木 ）
（ 火 ）

ＯＢ職員送別会　19:00 ～　嶋うた　11 名参加 
明倫奨学金審査委員会　16:00 ～ 16:30　

（会長、副会長１名、事務局長　合計８名出席）

収入の部 （ 単位 ＝ 円 ）
費　　　目 予算額 決算額 増　減 摘　　　要

会 　 　 　 　 費 3,854,400 3,844,400 -10,000 803 名×400 円×12 ケ月

繰 　 越 　 金 378,287 378,287 0

特 別 収 入 0 0 0

雑 収 入 0 1,608 1,608 預金利息

合 　 　 　 計 4,232,687 4,224,295 -8,392

支出の部 （ 単位 ＝ 円 ）
費　　　目 予算額 決算額 残　額 摘　　　要

事 務 費 100,000 88,906 11,094 事務用品 , 葉書き代

会 議 費 170,000 194,881 -24,881 三役会，理事会，評議員会

事 務 局 費 50,000 32,000 18,000 事務局会議費

事 業 費 1,515,000 1,395,646 119,354

内
　
　
　
　
　
訳

ＯＢ祭 関 係 費 230,000 230,000 0 ＯＢ祭実行委員会援助
H29 年 OB へ 200,000、H30 年 OB へ 30,000

支 部 援 助 費 365,000 359,030 5,970 支部援助

卒 業 生 費 90,000 78,012 11,988
卒業記念品（図書カード）、
育英会表彰

事 業 推 進
委 員 会 費

360,000 342,016 17,984 理事会旅費、各支部資料送付料等

広 報 費 190,000 146,448 43,552 鳴海ヶ丘会々報、送付料

人　 件　 費 180,000 180,000 0 館長謝礼，事務人件費
ホ ー ム ペ ー
ジ 管 理 費

100,000 60,140 39,860 管理者への手当

鳴海ヶ丘会館維持費 800,000 800,000 0
燃料・電気・水道・火災保険料
消耗品・備品費

旅 費 600,000 435,198 164,802 各支部総会旅費

特 別 積 立 金 300,000 300,000 0 100 周年特別積立

改 修 積 立 費 500,000 500,000 0 鳴海ヶ丘会館　大規模改修積立

雑 費 0 0 0

予 備 費 197,687 0 197,687

合 計 4,232,687 3,746,631 486,056

（収支）4,224,295 円 － 3,746,631 円 ＝ 477,664 円（繰越金額）

収入金額 ４，２２４，２９５円
支出金額 ３，７４６，６３１円
繰越金額  ４７７，６６４円

平成29年度　同窓会費収支決算書

収入の部
項 　 目 金　　　額 備　　　考

繰　 越　 金 388,538 平成 28 年度より

改 修 積 立 金 1,212,049 積立金解約、利息

高 校 同 窓 会 800,000 会館維持費

会 館 使 用 料 307,500

雑　 収　 入 3 預金利息

合 　 計 2,708,090

支出の部

項 　 目 金　　　額 備　　　考

燃　 料　 費 71,263 ガス，灯油

電　 気　 料 530,378 電灯，電力

水　 道　 料 170,865

防　 災　 費 156,920 消防用設備等点検料

修　 繕　 費 72,024 浄化槽維持管理委託料

火 災 保 険 料 87,360

消耗品・備品費 1,334,834 洋式トイレ設置、業務用電気炊飯器代他

合 　 計 2,423,644

平成29 年度 鳴海ケ丘会館収支決算報告書

収入金額 2,708,090円
支出金額 2,423,644円
繰越金額 284,446円

平成29 年度　高鍋高校同窓会「明倫奨学金」
収支決算報告書

収入金額 14,716,023円
支出金額 974,607円
繰越金額 13,741,416円

収入の部
項 　 目 金　　　額 備　　　考
繰　 越　 金 13,334,440 平成 28 年度より
寄付金（高信） 1,140,000 平成 29 年度
寄付金（郵貯） 241,470 平成 29 年度
雑　 収　 入 113 預金利息
合 　 計 14,716,023

支出の部

項 　 目 金　　　額 備　　　考

明 倫 奨 学 金 960,000 240,000 円の４名
事　 務　 費 14,607 お礼状送付料、収入印紙代
合 　 計 974,607

　　　

○明倫奨学金報告とお礼について　
　同窓会事務局長　檜室　秀幸

　明倫奨学金に平成29年度は１企業、４団体、22個人から寄
付を賜りました。誠にありがとうございました。どうか今後と
も変わらぬ御支援のほどお願い申し上げます。

（１）高鍋信用金庫
 　　銀 行 名　高鍋信用金庫本店（店番号００１）
 　　口座番号　１３６０９４９
 　　口座名義　高鍋高校同窓会　育英会
 　　　　　　　代表　増田　秀文
 　　※寄付金から手数料を差し引いた金額をお振り込みく

ださい。

（２）ゆうちょ銀行
 　　銀 行 名　ゆうちょ銀行
 　　口座番号　０１７００－９－１４１５１３
 　　加入者名　宮崎県立高鍋高等学校同窓会
　　　　　　　「鳴海ケ丘会」
 　　※寄付金から手数料を差し引いた金額をお振り込みに

なるか、事務局が用意いたしました専用払込取扱
票をご利用ください。

明倫奨学金寄付者（平成 30 年１月以降）
川南支部同窓会様、関西支部同窓会様

※寄付者の公表は、同窓会支部、ＯＢ祭実行委員会、卒
業生一同様に限らせて頂いております。企業及び個人
の寄付者の公表は行っておりません。

平
成
30
年
度
在
京
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
を
終
わ
っ
て

事
務
局
長

小
牟
田 

康
彦 

　

　

去
る
６
月
23
日
（
土
）
に
第
52
回
の
右
記
大
会
を
挙

行
し
ま
し
た
。
場
所
は
、
今
年
で
３
回
目
に
な
る
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
し
た
。
同
ホ
テ
ル
は
東
京
で
も
有
数

の
超
一
流
ホ
テ
ル
で
外
観
・
環
境
・
室
内
装
飾
・
ス
タ
ッ
フ

等
も
文
句
の
つ
け
ら
れ
な
い
品
格
を
誇
っ
て
い
ま
す
。�

　

当
日
は
梅
雨
の
中
の
晴
れ
日
で
夏
日
と
は
い
え
ほ
ぼ
快

適
な
気
温
で
し
た
。

��

し
か
し
、
会
員
の
出
席
は
、
開
催
ま
で
必
死
に
集
客
に

努
力
し
た
幹
事
た
ち
の
期
待
通
り
に
は
伸
び
ず
、
来
賓
を
含
め
て
１
０
０
名
弱

で
し
た
。
こ
れ
は
今
後
執
行
部
が
考
え
る
べ
き
問
題
点
で
は
あ
り
ま
し
ょ
う
。
と

は
い
え
、
今
年
の
総
会
・
懇
親
会
は
滞
り
な
く
、
参
加
者
一
同
満
足
感
を
覚
え
る

中
で
終
了
し
た
こ
と
は
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
し
た
。

　

大
会
は
、
総
会
と
懇
親
会
の
二
部
構
成
で
し
た
。

　

総
合
司
会
は
、
平
成
７
年
卒
の
岩
切
仁
志
君
で
し
た
が
、
職
務
上
の
経
験
と

生
来
だ
ろ
う
感
の
良
さ
と
度
胸
で
実
に
手
際
よ
く
会
を
仕
切
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
は
在
京
同
窓
会
会
長
の
大
澤
忠
廣
さ
ん
（
Ｓ
32
）
に
よ
る
挨
拶

で
し
た
。
会
長
は
自
分
が
発
案
し
立
ち
上
げ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
対
す
る
関
心
が

さ
ら
に
高
ま
り
、同
窓
会
の
発
展
に
繋
げ
た
い
と
い
う
期
待
感
が
印
象
的
で
し
た
。

　

来
賓
の
祝
辞
・
挨
拶
は
鳴
海
ヶ
丘
会
会
長
の
増
田
秀
文
様
（
Ｓ
44
）
と
高
鍋

高
等
学
校
校
長
の
児
玉
康
裕
様
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

増
田
会
長
は
今
回
の
ご
出
席
が
会
長
と
し
て
は
最
後

に
な
る
こ
と
を
明
か
さ
れ
ま
し
た
の
で
、長
年
の
ご
指
導・

支
援
に
、
後
ほ
ど
乾
杯
の
音
頭
を
取
っ
た
顧
問
の
中
野
英

樹
さ
ん
も
厚
く
感
謝
す
る
旨
の
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。�

　

来
賓
の
方
々
は
、
時
間
の
関
係
で
、
ご
紹
介
だ
け
に
と

ど
め
ま
し
た
が
、
去
年
も
ご
出
席
く
だ
さ
っ
た
宇
田
津
一

郎
先
生
（
元
高
鍋
高
校
他
の
校
長
、
Ｓ
30
年
）
と
児
湯

郡
の
町
長
を
一
人
で
代
表
し
た
形
の
川
南
町
長
日
高
昭
彦

様
だ
け
に
は
特
に
テ
ー
ブ
ル
で
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
を
お
渡
し
て
お
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

総
会
を
締
め
く
く
る
議
事
で
は
、
私
が
議
案
四
点
を
説
明
し
、
満
場
の
拍
手

で
全
て
の
議
案
の
承
認
を
得
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
澤
忠
廣
さ
ん
の
会
長

留
任
が
正
式
に
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
懇
親
会
の
目
玉
は
、
柳
家
ほ
た
る
さ
ん
に
よ
る
落
語
で
し
た
。
ほ
た
る

さ
ん
は
柳
家
権
太
楼
門
下
の
二
つ
目
で
、
演
目
は
「
皿
屋
敷
」
と
い
う
幽
霊
物
で

し
た
。
お
父
上
（
故
人
）
と
私
と
の
個
人
的
関
係
で
出
演
を
依
頼
し
た
の
で
す
が
、

ほ
た
る
さ
ん
の
奥
様
の
御
父
上
が
高
鍋
高
校
の
卒
業
で
あ
る
日
高
一
宇
さ
ん
（
Ｓ

38
、
九
州
高
専
教
授
）
で
あ
る
こ
と
が
、
奥
様
か
ら
知
ら
さ
れ
、
不
思
議
な
縁

に
感
じ
入
っ
た
も
の
で
す
。

　

懇
親
会
は
宴
酣た
け
な
わ

に
な
る
前
に
、
鳴
海
ヶ
丘
会
事
務
局
長
の
檜
室
秀
幸
先
生
の

活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
先
生
は
高
校
の
ラ
グ
ビ
ー
部
の
監
督
で
す
の
で
、
ラ

グ
ビ
ー
部
の
活
動
状
況
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
直
後
に
、
鳴
海
ヶ
丘
会
事

務
局
次
長
に
就
任
さ
れ
て
い
る
髙
木
美
里
先
生
に
も
壇
上
で
顔
を
見
せ
一
言
挨
拶

し
て
欲
し
い
と
い
う
声
が
粛し
ゅ
く

然ぜ
ん

と
し
て
湧
き
上
が
り
、
髙
木
先
生
は
ご
自
分
が
監

督
を
し
て
い
る
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
活
躍
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
を
盛
り
上
げ
た
最
大
の
要
因
は
、
黒
木
本
店
様
、
霧
島
酒
造
様
、
雲

海
酒
造
様
ご
提
供
に
よ
る
豊
富
な
焼
酎
と
都
農
町
役
場
様
御
手
配
の
都
農
ワ
イ

ン
で
し
た
。
さ
ら
に
多
く
の
会
員
と
来
賓
各
位
全
員
に
差
し
上
げ
た
甲
斐
製
茶

様
ご
提
供
の
新
茶
も
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
レ
ス
ト
ラ
ン
「
モ
ナ
リ
ザ
」
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
河
野
透

様
（
Ｓ
51
）
と
「
て
に
ゃ
わ
ん
」
の
経
営
者
小
澤
拓
郎
様
（
Ｈ
11
）
が
持
参
し
て

く
だ
さ
っ
た
多
額
の
食
事
券
は
景
品
抽
選
会
で
の
垂
涎
の
的
で
し
た
。

　

本
誌
を
お
借
り
し
て
、
以
上
の
協
賛
各
社
様
に
、
改
め
て
深
甚
の
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
わ
ざ
わ
ざ
時
間
と
経
費
を
惜
し
ま
ず
、
遠
方
か
ら
参

加
し
て
く
れ
た
高
鍋
Ｏ
Ｂ
祭
の
方
々
に
も
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

（
写
真
撮
影
：
Ｓ
33
卒
児
玉
勇
氏
）

事務局からの連絡

宮崎県立高鍋高等学校同窓会
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３．主な短大・準大・高看等の年度別合格者数(過去4年間、含過年度生)
短　期　大　学 準　大　学

大 　 学 　 名 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 大 　 学 　 名 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

島 根 県 立 短 期 大 学 防 衛 大 学 校 1

大 分 県 立 芸 術 文 化 短 期 大 学 1 1 防 衛 医 科 大 看 護 1 1

鹿 児 島 県 立 短 期 大 学 1 水 産 大 学 校 1

大 月 市 立 大 月 短 期 大 学 1 看 護 大 学 校 1

関 西 外 国 語 短 期 大 学 1 1

奈 良 文 化 女 子 短 期 大 学 1 高看・専門学校

川 﨑 医 療 短 期 大 学 1 大 　 学 　 名 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

九 州 造 形 短 期 大 学 1 高 看 ・ 准 看 15 14 11 21

九 州 女 子 短 期 大 学 2 1 そ の 他 の 専 門 学 校 54 53 67 51

香 蘭 女 子 短 期 大 学 2 1
中 村 学 園 大 学 短 期 大 学 部 1

精 華 女 子 短 期 大 学 1
九 州 大 谷 短 期 大 学 2
山 陽 女 子 短 期 大 学 1
福 岡 こ ど も 短 期 大 学 1 1

長 崎 女 子 短 期 大 学 1

西 九 州 大 学 短 期 大 学 部 1

西 日 本 短 期 大 学 1

佐 賀 女 子 短 期 大 学 1
福 工 大 短 期 大 学 部 1

別 府 大 学 短 期 大 学 部 1

宮 崎 学 園 短 期 大 学 18 15 16 10

南 九 州 短 期 大 学 5 4 7 11

純 真 短 期 大 学 1
鹿 児 島 女 子 短 期 大 学 1

平成29年度  出身中学校別生徒数

◆ 平成29年度　進路状況 ◆

※東京学芸大・広島大・岡山大・
　熊本大・鹿児島大・琉球大等
　国公立大52名合格
※宮崎大15名合格
※早稲田大・同志社大・立命館大
　関西大・西南学院大・福岡大等
　私立大学137名合格
※一般就職８年連続100％達成
※自衛隊曹候補生８名合格
※宮崎県警２名合格

１．進学・就職合格者数（過去５年間）
種別 国立大学 公立大学 準大学 私立大学 短期大学 専修看護 専修学校 就職
年度 現 過 計 現 過 計 現 過 計 現 過 計 現 過 計 現役 現役 現役
29 27 2 29 22 1 23 0 0 0 131 6 137 25 0 25 21 51 25
28 38 2 40 17 0 17 2 0 2 120 3 123 30 0 30 11 67 23
27 40 5 45 19 3 22 0 0 0 81 8 89 27 0 27 14 53 32
26 39 5 44 19 3 22 3 0 3 72 5 77 33 2 35 14 53 34
25 25 7 32 14 1 15 0 0 0 93 10 103 30 0 30 15 57 38
合計 169 21 190 91 8 99 5 0 5 497 32 529 145 2 147 75 281 152

※準大学は、防衛大、防衛医科大、水産大、気象大、職業能力大、看護大。

国　立　大　学
大 学 名 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 合計
北 見 工 業 1 2 3
岩 手 1 1
茨 城 2 1 3
群 馬 1 1
宇 都 宮 1 1 2 4
千 葉 1 1
お 茶 の 水 女 子 1 1
東 京 学 芸 1 1 1 3
東 京 芸 術 1 1
電 気 通 信 1 1 2
福 井 1 1
奈 良 女 子 1 1
島 根 1 1 2
岡 山 1 1
広 島 1 1 2 1 5
山 口 1 1 1 1 1 5
香 川 1 1
高 知 2 3 2 1 8
徳 島 2 2
愛 媛 1 1
福 岡 教 育 1 4 5
九 州 2 1 1 1 5
九 州 工 業 1 1 1 1 4
佐 賀 1 3 4
長 崎 2 2 2 1 7
熊 本 3 1 4 1 1 10
大 分 2 3 1 1 7
宮 崎 13 19 18 16 15 81
鹿 児 島 1 3 4 2 10
鹿 屋 体 育 1 1
琉 球 1 3 2 2 1 9
大 　 学 　 名 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 合計
国 際 教 養 0
都 留 文 科 1 1 2
首 都 大 学 東 京 1 1
横 浜 市 立 1 1
長 野 県 立 1 1
長 野 1 1
愛 知 県 立 0
京 都 府 立 1 1
福 知 山 公 立 2 2
大 阪 市 立 1 1
神 戸 市 立 看 護 1 1 2
兵 庫 県 立 1 1
尾 道 市 立 1 1 2
県 立 広 島 1 1
広 島 市 立 1 1 2
島 根 県 立 1 1
下 関 市 立 3 4 1 1 9
山 口 県 立 1 1
山 口 東 京 理 科 2 2
高 知 県 立 1 1 2
高 知 工 科 1 1
北 九 州 市 立 2 1 3 4 2 12
福 岡 県 立 3 1 4
長 崎 県 立 1 3 2 2 8
宮 崎 公 立 3 5 7 4 7 26
宮 崎 県 立 看 護 3 2 3 1 9
沖 縄 県 立 看 護 1 1
名               桜 1 1 1 2 5

私　立　大　学

大 　 学 　 名 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 合計
東 京 農 大 1 1
早 稲 田 1 1 2
法 政 3 3 2 2 10
武 蔵 1 1 2
青 山 学 院 1 1
中 央 1 1
東 京 理 科 1 1 2
東 京 女 子 1 1
明 治 1 1
立 正 2 1 3
帝 京 2 1 1 1 3 8
専 修 1 1
東 洋 1 1 1 4 7
麻 布 1 1
東 京 電 機 1 1 2
国 士 舘 1 1 2
日 本 大 学 1 1
明 治 学 院 1 1 2
神 奈 川 1 1 2
鎌 倉 女 子 1 1
神 奈 川 工 科 1 1
関 東 学 院 1 1
山 梨 学 院 1 1
国 際 医 療 福 祉 3 1 3 2 9
関 西 外 語 1 1
神 戸 学 院 1 1
東 海 2 1 3
立 命 館 1 1 2
龍 谷 1 1 2
京 都 女 子 3 3
近 畿 1 1
関 西 1 1 1 1 1 5
同 志 社 1 1 2
吉 備 国 際 1 1
日 本 赤 十 字 広 島 1 1
同 志 社 女 子 1 2 3
福 岡 8 3 1 13 4 29
西 南 学 院 3 6 4 1 5 19
西 南 女 学 院 2 1 2 5
久 留 米 3 2 7 2 14
久 留 米 工 業 2 1 1 4
中 村 学 園 2 2
九 州 産 業 6 2 5 12 13 38
九 州 共 立 1 4 2 7
福 岡 工 業 2 1 5 6 14
筑 紫 女 学 園 1 1 2
熊 本 学 園 1 1 1 3
純 真 学 園 2 1 2 5
崇 城 1 6 5 5 17
熊 本 保 健 科 学 2 2 4
九 州 看 護 福 祉 2 2 3 7
立命館アジア太平洋 1 1
南 九 州 7 3 7 6 9 32
宮 崎 国 際 4 2 2 5 7 20
宮 崎 産 業 経 営 8 9 5 9 25 56
九 州 保 健 福 祉 8 7 9 5 7 36
鹿 児 島 純 心 女 子 1 1
そ の 他 34 27 17 24 25 127

２．主な大学年度別合格者数(過去５年間、含過年度生)

４．就職状況(過去５年間。自衛隊・公務員は合格者数、それ以外は最終就職者数。過年度生を含まず）
内訳 建設 製造 卸売小売 金融保険 運輸・通信 介護・医療 サービス 自衛隊 公務員 その他 合計

平
成
29
年
度

普通科男 1 2 1 12 2 2 20

普通科女 1 1

生活情報 1 2 1 4

計 3 1 2 3 12 2 25

平
成
28
年
度

普通科男 1 6 1 8

普通科女 1 2 1 2 6

生活情報 3 3 1 2 9

計 3 5 3 3 8 1 23

平
成
27
年
度

普通科男 1 1 1 11 3 17

普通科女 3 0 3

生活情報 1 1 1 6 3 12

計 1 1 1 2 10 14 3 32

平
成
26
年
度

普通科男 1 2 1 6 1 11

普通科女 1 2 3 6

生活情報 5 3 1 1 1 5 1 17

計 1 5 3 2 3 1 8 10 1 34

平
成
25
年
度

普通科男 1 1 16 1 19

普通科女 2 2 2 3 7

生活情報 1 4 1 1 5 12

計 2 6 1 1 3 5 19 1 38

同窓会事務局長　　檜室　秀幸　

　この度、同窓会の事務局長に就任する
ことになりました。伝統ある母校に勤務
できる喜びとこの職に就く重責を感じつ
つ、創立 100 周年に向けて、陰ながら、
そして微力ながら卒業生の歩みを繋げて

いきたいと考えております。全国各地でご活躍の卒業生の、
今後益々の発展を祈念し挨拶に代えさせて頂きます。

同窓会事務局次長　　髙木　美里　

　高鍋高校ＯＢ職員は事務局担当として、
活動していますが、恥ずかしながらこれ
までは、ほとんど協力できずにいました。
今年度より新体制となり、しっかり務め
ていけるのか不安もありますがＯＢ職員、

また同窓会の皆様からの力をお借りして歴史と伝統のある
高鍋高校の名をこれからも広めていけるよう、精一杯務め
ていきたいと思います。今後とも、ご指導ご鞭撻の程、よ
ろしくお願いします。

新同窓会事務局長・次長 あいさつ 出　身 
市町村

出　身 
中学校

普　通　科 生活文化・生活情報科 計 総　計１年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

高鍋町
高鍋東 22 18 19 24 31 16 　 2 　 3 　 4 72 67 139
高鍋西 27 20 26 18 22 17 1 6 　 3 　 4 76 68 144

計 49 38 45 42 53 33 1 8 0 6 0 8 148 135 283

新富町

富　田 9 4 9 6 5 6 　 2 　 2 　 5 23 25 48
新　田 3 4 2 5 6 1 　 　 　 　 　 　 11 10 21
上新田 2 　 5 4 　 1 　 　 　 2 　 1 7 8 15

計 14 8 16 15 11 8 0 2 0 4 0 6 41 43 84
木城町 木　城 4 4 8 14 11 5 　 1 　 　 　 2 23 26 49

川南町
国光原 5 12 7 4 9 14 　 3 　 1 　 5 21 39 60
唐瀬原 9 11 13 6 14 17 　 4 　 3 　 6 36 47 83

計 14 23 20 10 23 31 0 7 0 4 0 11 57 86 143
都農町 都　農 5 4 12 8 12 5 　 5 　 6 　 2 29 30 59

日向市

美々津 1 2 1 　 3 2 　 　 　 2 　 　 5 6 11
財光寺 3 　 　 　 　 　 　 1 　 　 　 　 3 1 4
富　島 1 　 　 　 1 1 　 　 　 　 　 　 2 1 3
大王谷 1 　 　 　 　 　 　 1 　 1 　 　 1 2 3

計 6 2 1 0 4 3 0 2 0 3 1 0 12 10 22

西都市

穂　北 1 2 2 1 5 1 　 　 　 1 1 　 9 5 14
都於郡 1 　 　 1 1 　 　 2 　 　 　 　 2 3 5
三　納 　 　 　 2 1 3 　 　 　 　 　 　 1 5 6
三　財 　 　 　 　 1 1 　 2 　 　 　 1 1 4 5
銀　鏡 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 0 1

妻 1 1 4 5 2 1 　 　 　 　 　 　 7 7 14
計 4 3 6 9 10 6 0 4 0 1 1 1 21 24 45

宮崎市

久　峰 6 3 1 3 3 6 　 4 　 2 　 4 10 22 32
広　瀬 1 1 1 5 1 3 　 1 　 　 　 2 3 12 15
佐土原 1 1 1 　 　 1 　 1 　 3 　 1 2 7 9
大　塚 　 2 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0 2 2
東大宮 1 　 2 　 1 　 　 　 　 1 　 　 4 1 5
住　吉 4 1 2 　 1 　 　 　 　 　 　 　 7 1 8

檍 1 　 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2 0 2
宮崎日大 2 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2 0 2
宮崎東 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0 0 0
宮崎北 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0 0 0
宮崎西 　 　 1 　 　 1 　 　 　 　 　 　 1 1 2
木　脇 　 　 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 0 1
田　野 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0 0 0
赤　江 1 　 　 　 1 　 　 　 　 　 　 　 2 0 2
本　郷 1 　 　 　 2 　 　 　 　 　 　 　 3 0 3
宮　崎 1 　 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2 0 2
宮大附 　 　 　 1 　 　 　 　 　 　 　 　 0 1 1

計 19 8 11 9 10 12 0 6 0 6 0 7 40 48 88

県北

北　浦 　 　 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 0 1
旭 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 0 1

土々呂 2 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2 0 2
門　川 1 　 　 　 　 3 　 　 　 　 　 　 1 3 4
三ケ所 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0 0 0
諸　塚 1 　 　 　 1 　 　 　 　 　 　 　 2 0 2
椎　葉 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0 0 0

計 5 0 1 0 1 3 0 0 0 0 0 0 7 3 10

県南
鵜　戸 　 　 　 　 　 　 　 　 1 　 　 　 1 0 1
福　島 　 　 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 0 1

県西
小　林 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 　 　 1 0 1
三　股 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 0 1

都城市
庄　内 　 　 　 　 　 1 　 　 　 　 　 　 0 1 1
姫　城 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 0 1

西 　 　 　 　 　 　 　 1 　 　 　 　 0 1 1
　 計 2 0 1 0 1 1 0 1 1 0 0 0 5 2 7

県　　外 2 　 1 　 3 　 　 　 　 　 　 　 6 0 6
旧学区外中学校 37 11 20 18 25 22 0 13 1 8 1 8 84 80 164

総　計
124 90 122 107 138 106 1 36 1 30 1 37 387 406 793

214 229 244 37 31 38 793 793
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表彰関係

九
州
大
会
を
終
え
て

　
　

ラ
グ
ビ
ー
部
主
将�

清
山
　
総
介

　

熊
本
市
で
行
わ
れ
た
九
州
大
会
の
一
回
戦

で
全
国
大
会
準
優
勝
の
経
験
も
あ
る
強
豪
佐

賀
工
業
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。
近
年
の
対

戦
で
は
接
戦
の
末
に
敗
る
こ
と
が
多
く
、
ま

た
２
月
の
九
州
新
人
大
会
で
も
僅
差
で
負
け

ま
し
た
。
３
月
に
埼
玉
県
熊
谷
市
で
行
わ
れ

た
全
国
選
抜
大
会
で
全
国
の
強
豪
校
と
戦
い
、

チ
ー
ム
が
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
も
感
じ

て
い
た
の
で
今
大
会
で
佐
賀
工
業
を
倒
し
、

高
鍋
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
の
歴
史
を
変
え
よ
う

と
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
猛
暑

の
中
で
体
が
動
か
ず
練
習
し
て
き
た
デ
ィ

フ
ェ
ン
ス
も
崩
壊
し
、
思
い
が
け
な
い
大
敗

を
喫
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
本
気
で
勝
つ
つ

も
り
で
い
た
だ
け
に
こ
の
大
敗
は
シ
ョ
ッ
ク

で
し
た
が
、
敗
因
は
よ
く
理
解
で
き
て
い
る

つ
も
り
で
す
。
こ
の
負
け
を
前
向
き
に
捉
え
、

い
ま
私
た
ち
に
足
り
な
い
要
素
を
身
に
付
け

る
為
に
、
厳
し
い
練
習
に
耐
え
、
冬
に
向
け

て
高
鍋
高
校
が
大
き
く
飛
躍
す
る
こ
と
を
誓

い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
目
標
は
花
園
で
の
ベ
ス
ト
８
で

す
。
で
も
こ
の
ま
ま
で
は
こ
の
目
標
を
叶
え
る

こ
と
は
到
底
無
理
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
暑
い
夏

を
乗
り
越
え
て
、
部
員
全
員
で
進
化
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
花
園
で
そ
の
姿
を
お
見
せ
出
来
る

よ
う
必
死
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

全
国
大
会
に
向
け
て

　
　

ホ
ッ
ケ
ー
部
主
将�

日
高
　
優
希

　

私
た
ち
３
年
生
に
と
っ
て
高
校
生
活
最
後

の
総
体
九
州
予
選
で
準
優
勝
し
、
全
国
へ
の

切
符
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
九
州
大
会
は
ど
の
試
合
も
接
戦
で
と
て
も

厳
し
い
試
合
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
最

後
ま
で
諦
め
ず
、
粘
り
強
く
プ
レ
ー
し
、「
絶

対
に
勝
つ
！
」と
い
う
皆
の
気
持
ち
が
一
つ
に

な
っ
た
こ
と
で
、
勝
利
を
つ
か
め
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
準

優
勝
で
き
た
こ
と
は
、
素
直
に
嬉
し
く
、
チ
ー

ム
と
し
て
も
自
信
に
繋
が
り
ま
し
た
。
全
国

大
会
で
は
、
九
州
代
表
と
し
て
胸
を
張
っ
て

戦
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
大
会
ま
で
あ
と
一
ヶ
月
程
し
か
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
の
期
間
で
今
回
の
反
省
点
を

い
か
に
改
善
し
て
い
く
か
が
私
た
ち
の
課
題

な
の
で
、
日
々
の
練
習
時
間
を
大
切
に
し
一

平
成
26
年
度　

奨
学
生馬渡　

大
輝

　

早
い
も
の
で
学
部
生
と
し
て
の

４
年
間
の
大
学
生
活
も
残
す
と
こ

ろ
わ
ず
か
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
４
年
生
の
後
期
に
あ
た
る
今

期
は
そ
の
ま
と
め
と
し
て
、
研
究
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
私
の
研
究
は
、

ヘ
キ
サ
メ
チ
レ
ン
テ
ト
ラ
ミ
ン
と
い

う
化
合
物
に
つ
い
て
そ
の
生
成
時

に
お
け
る
同
位
体
分
別
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
解
明
し
よ
う
と
い
う
こ
と

を
動
機
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
の
研
究
結
果
か
ら
、
宇
宙
空
間
に

お
け
る
化
合
物
生
成
過
程
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
得
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
て

い
ま
す
。
私
の
研
究
結
果
か
ら
は
ま

だ
、
考
察
を
深
め
る
の
に
十
分
な
量

を
得
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
手
応

え
は
感
じ
て
い
る
つ
も
り
で
す
。
自

分
の
手
で
実
験
を
し
て
そ
こ
か
ら

得
ら
れ
た
結
果
か
ら
考
察
し
、
そ

れ
を
ポ
ス
タ
ー
や
論
文
の
形
に
ま

と
め
る
一
連
の
流
れ
を
通
し
て
、
こ

れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
追
究
す
る

こ
と
に
面
白
さ
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
春
か
ら
は
九
州
大
学

の
大
学
院
へ
の
進
学
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
、
そ
こ
で
も
引
き
続
き
こ

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
継
続
し
て
研
究

を
行
う
こ
と
で
私
の
考
察
を
深
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大

学
院
２
年
の
課
程
を
修
了
し
た
後

に
は
就
職
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
今
の
私
の
能
力
を
生
か
し
つ

つ
成
長
で
き
る
よ
う
な
就
職
先
に

つ
い
て
調
べ
る
必
要
が
あ
る
と
も

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
も
含
め

て
こ
れ
か
ら
の
２
年
間
が
充
実
し

た
も
の
に
な
る
よ
う
生
活
し
て
い

く
つ
も
り
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
明
倫
奨

学
生
と
し
て
４
年
間
ご
支
援
い
た
だ

い
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
感
謝
の
意

を
こ
こ
に
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
院
生
と
し
て
の
大
学
生
活
は
今

後
も
続
き
ま
す
が
、
自
身
を
人
間
と

し
て
高
め
る
い
い
機
会
だ
と
考
え
て

い
る
た
め
、
あ
た
た
か
く
見
守
っ
て

く
だ
さ
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。
ま

た
、
明
倫
奨
学
生
と
し
て
お
手
伝
い

で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
喜
ん

で
お
受
け
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

か
ら
、
そ
の
時
は
連
絡
い
た
だ
け
る

と
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
ま
で
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
度　

奨
学
生

小
松　

愛
沙
美

　

大
学
３
年
も
終
わ
り
来
年
度
か

ら
４
年
に
な
り
ま
す
。
も
う
大
学
生

活
最
後
の
年
と
思
う
と
と
て
も
早
く

感
じ
ま
す
。
３
年
後
期
で
は
、
社
会

福
祉
士
援
助
技
術
現
場
実
習
も
終

わ
り
、
そ
こ
で
の
学
び
を
講
義
で
そ

れ
ぞ
れ
に
発
表
し
、
話
し
合
い
を
行

う
こ
と
で
、
自
分
の
足
り
な
か
っ
た

こ
と
は
何
か
、
様
々
な
見
方
・
考
え

方
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
れ
ら
を
実
習
指
導
者
の
前
で

発
表
す
る
こ
と
で
実
習
の
学
び
を
よ

り
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
今
の

児
童
福
祉
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

泊
ま
り
込
み
で
の
実
習
は
決
し
て

楽
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
福
祉
現
場
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
分
を
見
つ

め
直
す
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。
こ

の
実
習
を
終
え
た
こ
と
で
自
分
に
自

信
を
持
て
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り
一

層
福
祉
分
野
で
働
き
た
い
と
思
う
こ

と
が
で
ま
し
た
。
そ
し
て
、
社
会
福

祉
士
の
国
家
試
験
に
対
す
る
意
欲
も

増
し
ま
し
た
。

　

４
年
に
な
る
上
で
卒
業
論
文
、
就

職
活
動
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

卒
業
論
文
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度

の
テ
ー
マ
は
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
に
つ
い
て
文
献
を
読
み
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
等
を
し
な
が
ら
作
成
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
就
職
活

動
で
は
、
働
き
た
い
と
思
う
施
設
が

あ
る
の
で
、
そ
の
施
設
に
見
学
や
実

習
に
行
っ
た
り
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

３
年
の
春
休
み
か
ら
少
し
ず
つ
で

す
が
、
国
家
試
験
の
勉
強
を
始
め
ま

し
た
。
過
去
問
を
解
く
こ
と
で
自
分

の
苦
手
な
分
野･

得
意
な
分
野
な
ど

も
見
え
て
き
ま
し
た
。
ア
ル
バ
イ
ト

等
も
あ
る
為
な
か
な
か
進
ん
で
い
ま

せ
ん
が
、
コ
ツ
コ
ツ
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
４
年
に
な
っ
た

ら
模
試
が
約
２
週
間
に
１
回
の
ペ
ー

ス
で
あ
り
、
国
家
試
験
対
策
の
講
義

も
始
ま
り
、
本
格
的
に
国
家
試
験
勉

強
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
大
変
だ
と

思
い
ま
す
が
、
自
分
に
負
け
ず
絶
対

に
社
会
福
祉
士
国
家
試
験
に
合
格
し

ま
す
。

　

来
年
は
講
義
・
卒
業
論
文
・
就
職

活
動
・
国
家
試
験
勉
強
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
勉

強
会
な
ど
に
参
加
し
様
々
な
こ
と
を

学
び
、
経
験
を
積
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ど
ん
な
状
況
で
も
支
え

て
下
さ
る
方
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

明
倫
奨
学
生
　
　

　
　
　
近
況
報
告

平
成
28
年
度　

奨
学
生

生
島　

絵
美
子

　

私
が
甲
子
園
大
学
栄
養
学
部
栄

養
学
科
に
入
学
し
て
２
回
生
と
し
て

の
学
校
生
活
が
終
わ
り
ま
し
た
。
後

期
か
ら
の
学
校
生
活
を
学
習
面
と
生

活
面
に
分
け
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
学
習
面
で
は
実
習
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
妊
婦
や
高
齢
者
な

ど
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た

献
立
を
作
っ
た
り
、
給
食
経
営
で
大

量
調
理
を
経
験
し
た
り
し
ま
し
た
。

大
量
調
理
で
は
い
か
に
衛
生
的
で
迅

速
に
美
味
し
く
出
来
る
か
考
え
る
の

が
難
し
か
っ
た
で
す
。
来
年
度
は
大

量
調
理
の
人
数
も
多
く
な
り
、
食
券

も
販
売
し
て
お
金
を
も
ら
う
こ
と
に

も
な
る
の
で
、
も
っ
と
頑
張
り
た
い

で
す
。
ま
た
、
教
職
の
授
業
で
は
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
い
じ
め
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
り
、
学
習
指
導
案
を

作
っ
て
発
表
し
た
り
し
ま
し
た
。
今

の
教
育
問
題
に
つ
い
て
色
濃
く
考
え

る
こ
と
が
出
来
た
の
で
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
２
月
末
に
は
、
栄

養
士
を
目
指
す
学
生
を
対
象
と
し

た
研
修
会
に
参
加
し
、
様
々
な
職

場
で
実
際
に
働
い
て
い
る
栄
養
士
の

方
々
か
ら
仕
事
内
容
や
今
か
ら
自

分
が
や
る
べ
き
こ
と
な
ど
を
学
び
ま

し
た
。
３
回
生
か
ら
は
、
病
院
や
給

食
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
臨
地
実
習
に
行

き
ま
す
。
そ
の
と
き
に
現
場
の
方
と

し
っ
か
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

出
来
る
よ
う
に
復
習
を
し
っ
か
り
し

て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
生
活
面
に
つ
い
て
お
伝
え

し
ま
す
。
私
は
「
甲
友
会
」
と
い
う

生
徒
会
の
よ
う
な
部
活
動
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
後
期
の
活
動
と
し
て

は
文
化
祭
の
協
力
を
協
賛
店
に
お

願
い
し
に
行
っ
た
り
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
で
盛
り
上
げ
た
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
外
部
の
方
と
連
絡
を
取
り
合

い
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
や
ク
リ

ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
次
年
度
か

ら
私
は
こ
の
「
甲
友
会
」
の
会
長
と

な
り
ま
す
。
部
員
を
し
っ
か
り
引
っ

張
っ
て
大
学
全
体
が
も
っ
と
盛
り
上

が
る
よ
う
責
任
を
持
っ
て
行
動
し
て

い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
４
月
か

ら
は
今
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
叔
父

の
元
を
離
れ
て
一
人
暮
ら
し
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
人
で
生
活

す
る
の
は
今
ま
で
よ
り
も
大
変
に
な

り
ま
す
が
、
様
々
な
経
験
を
し
て
明

る
く
過
ご
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張

り
ま
す
。

　

最
後
に
、
地
元
に
戻
っ
て
就
職
を

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
夢
が
叶
え
ら

れ
る
よ
う
、
自
分
に
出
来
る
こ
と
を

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

大会名 競技・部名 個人 or 団体 競技種目 成績 学年 氏名 上位大会

平成 30 年度
宮崎県

高等学校総合
体育大会

ラグビー部 団体 15 人制 優勝 九州大会（熊本）

ホッケー部 団体 　 優勝 九州総体（佐賀）

ボート部

　 女子舵手付クォドルプル 優勝 3 （代）甲斐　景都 インターハイ・九州大会

　 男子舵手付クォドルプル 優勝 3 （代）濱本　拓郎 インターハイ・九州大会

　 女子ダブルスカル 優勝 3 （代）島埜内　澄 インターハイ・九州大会

男子ダブルスカル 2 位 2 （代）今井　泰成 九州大会
女子シングルスカル 2 位 3 黒木　柚花 九州大会

団体 女子総合優勝 優勝 3 （代）長友　綾香
（代）小牟田梨奈

陸上部 個人 女子 800m 4 位 2 牧草　千鞠 南九州大会（沖縄）

水泳部
個人 女子 50m 自由形 3 位

3 関屋　李菜 全九州大会（熊本）
個人 女子 100m 自由形 5 位

剣道部 個人
剣道女子個人 ベスト 8 3 久米田彩花

全九州大会（大分）
剣道女子個人 ベスト 8 3 川平　友梨

第 8 回宮崎県高等学校７人制ラグ
ビーフットボール大会兼第 5 回全
国高等学校 7 人制ラグビーフット

ボール大会宮崎県予選会
ラグビー部 団体 ７人制 １位 全国大会（長野）

大会名 競技・部名 個人 or 団体 競技種目 成績 学年 氏名 上位大会

第 34 回
成田山全国競書大会

書道部

個人 推薦 3 長友　花凜

個人 特選 3 梶本穂乃香

個人 特選 3 間野　　梓

第 35 回
宮崎県高等学校
席上揮毫大会

書道部

個人 1 年個人の部 第 3 位 1 松方美羽音
個人 優秀賞 3 秋鷹　蔵智
個人 優秀賞 2 大森　雄太
個人 優秀賞 2 岩井　春華
個人 優秀賞 2 三好　麻央
個人 優秀賞 2 佐光　円香
個人 優秀賞 1 佐藤　奎弥
個人 優秀賞 1 永住　美月
個人 優秀賞 1 広島　佑香
個人 優秀賞 1 宇治橋心純

石井十次
なわのおび賞

3 黒水　優衣

所
懸
命
、
練
習
に
励
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
つ
も
指
導
し

て
く
だ
さ
る
先
生
方
、
支
援
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
保
護
者
や
地
域
の
方
々
、
そ
し
て
一

緒
に
プ
レ
ー
す
る
仲
間
達
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
を
大
切
に
、
高
鍋
ホ
ッ
ケ
―
の
モ
ッ
ト
ー

で
あ
る「
徹
頭
徹
尾
～
攻
め
ま
く
れ
～
」を
胸

に
試
合
に
挑
み
た
い
で
す
。

席
上
揮
毫
大
会
を
終
え
て

　
　

書
道
部
顧
問�

長
友
　
瑞
枝

　

書
道
部
の
高
校
総
体
と
も
い
え
る
席
上

揮
毫
大
会
が
宮
崎
西
高
校
で
行
わ
れ
、
県
内

最
多
の
二
十
八
名
で
出
場
し
ま
し
た
。
四
月

か
ら
平
日
は
も
ち
ろ
ん
土
・
日
も
休
ま
ず
練

習
し
て
き
ま
し
た
。
結
果
、
個
人
で
三
位
、

優
秀
賞
に
十
名
入
賞
し
、
各
々
が
今
ま
で
の

練
習
成
果
を
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
応
援
の
数
も
最
も
多
く
有
り
難
い
限
り

で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
会
に
出
場
す
る
度
に
感
じ

る
こ
と
は
、
鍋
高
書
道
部
の
団
結
力
、
明
る

い
元
気
な
笑
顔
は
ど
こ
に
も
負
け
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
雰
囲
気
、
勢
い
を
鳴
海
ヶ

丘
祭
、
高
校
総
合
文
化
祭
、
各
種
展
覧
会
出

品
等
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｏ
Ｂ
祭
や
高
鍋
城
灯
籠
祭
り
で
の
書

道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
出
演
、
地
元
企
業
と
の

コ
ラ
ボ
な
ど
、
地
域
と
の
交
流
も
さ
ら
に
積

極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
共
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る
た
く
さ
ん

の
方
に
感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
精
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ラグビー部

ホッケー部書道部
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